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第
５
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会

～
防
火
・
防
災
を
支
え
る
消
防
団
員
が
操
法
技
術
を
競
う
～

春
の
叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）受
章

▲小型ポンプの部優勝　揖斐分団　第１班▲ポンプ車の部優勝　揖斐分団　第２班

▲受章報告に訪れた窪田さん（写真右）

　

５
月
30
日（
日
）、市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

第
５
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
32

チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
は
17
チ
ー
ム

（
計
49
チ
ー
ム
）
が
出
場
し
、
連
日
連
夜

に
亘
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
厳
し
い
訓
練
の

成
果
を
存
分
に
披
露
し
、
消
防
操
法
技
術

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

　

優　

勝　

揖
斐
分
団　

第
１
班

　

準
優
勝　

揖
斐
分
団　

第
４
班

　

３　

位　

小
島
分
団　

第
２
班

　

４　

位　

脛
永
分
団　

第
２
班

　

５　

位　

大
深
分
団　

第
３
班

　

６　

位　

小
島
分
団　

第
３
班

　

７　

位　

大
和
分
団　

第
２
班

　

８　

位　

大
深
分
団　

第
１
班

　

９　

位　

小
島
分
団　

第
４
班

　

10　

位　

坂
下
分
団　

第
１
班

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

　

優　

勝　

揖
斐
分
団　

第
２
班

　

準
優
勝　

大
和
分
団　

第
２
班

　

３　

位　

徳
積
分
団　

第
１
班

　

４　

位　

小
島
分
団　

第
１
班

　

５　

位　

大
和
分
団　

第
１
班

　

春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ

た
窪く

ぼ

田た

武た
け

利と
し

さ
ん（
和
田
）
が
、
５
月
12

日（
水
）
に
受
章
の
報
告
で
役
場
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

窪
田
さ
ん
は
、
38
年
間
の
気
象
庁
勤
務

で
豪
雪
地
や
離
島
な
ど
通
算
11
回
の
転
勤

を
経
験
さ
れ
、
退
職
後
は
岐
阜
テ
レ
ビ
で

夏
の
雷
情
報
を
担
当
す
る
な
ど
気
象
業
務

で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
叙
勲
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

窪
田
さ
ん
は
、「
先
輩
や
同
僚
に
恵
ま

れ
、大
災
害
も
な
く
平
穏
に
勤
め
ら
れ
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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行
政
相
談
委
員
表
彰
受
賞

岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り

緑
化
功
労
者
知
事
表
彰
受
賞

揖
斐
川
町
赤
十
字
奉
仕
団
総
会
開
催

　

５
月
11
日（
火
）、
行
政
相
談
委
員
の
駒こ

ま

月つ
き

善ぜ
ん

見け
ん

さ
ん（
春
日
美
束
）
が
、
中
部
管

区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

駒
月
さ
ん
は
、
平
成
11
年
か
ら
行
政
相

談
委
員
と
し
て
町
民
の
行
政
に
対
す
る
苦

情
解
決
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
、
そ
の
長
年

に
亘
る
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲更なるご活躍を期待しています

▲表彰式の様子（写真右から２人目）

▲総会の様子

　

５
月
22
日（
土
）
に
土
岐
市
肥
田
町
で

開
催
さ
れ
た
第
40
回
「
岐
阜
県
み
ど
り
の

祭
り
」
で
、
北
方
財
産
区
の
森も

り

本も
と　

昭
あ
き
ら

さ

ん
（
北
方
）
が
緑
化
功
労
者
の
岐
阜
県
知

事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
本
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
の
設
立
以
来

長
年
に
亘
り
北
方
地
区
の
山
林
管
理
に
ご

尽
力
さ
れ
、
特
に
管
理
地
に
お
い
て
、
さ

く
ら
の
植
樹
活
動
や
歩
道
整
備
、
避
難
所

の
清
掃
・
修
理
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
毎
年
地
元
の
小
中
学
生
を
対
象

に
し
た
森
林
学
習
で
は
講
師
を
務
め
、
林

業
の
普
及
啓
蒙
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
月
20
日（
木
）
揖
斐
総
合
庁
舎
５
階

で
、
揖
斐
川
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
６
分
団
が
ま
と
ま
り
、
揖
斐

川
町
赤
十
字
奉
仕
団
が
設
立
さ
れ
、
今
年

度
は
各
分
団
の
全
役
員
62
人
が
参
加
し
、

初
め
て
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
役
員
紹
介
の
後
、
平
成
21
年

度
の
事
業
報
告
と
決
算
、
平
成
22
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
案
な
ど
４
議
案
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、
日
本
赤
十
字

社
岐
阜
県
支
部
参
事
の
服
部
美
鈴
さ
ん
に

よ
る
「
赤
十
字
の
し
く
み
と
活
動
」
に
つ

い
て
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

市
町
村
行
政
功
労
者
表
彰
受
賞

▲ 受賞おめでとうございます

　

５
月
17
日（
月
）
に
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
で
、
岐
阜
県
各
界
功
労
者
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
清し

水み
ず

政ま
さ

則の
り

議
員
が
市
町
村
行
政
功

労
者
と
し
て
岐
阜
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

清
水
議
員
は
、
通
算
27
年
あ
ま
り
に
亘

り
議
会
議
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
知
事
表
彰
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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旬
が
命
の
大
特
産
市
開
催

名
古
屋
で「
い
び
」を
Ｐ
Ｒ

花
と
緑
の
ま
つ
り
開
催

橋
げ
た
に
未
来
を
描
く

～（
仮
称
）
新
横
山
橋
で
～

　

５
月
14
日（
金
）名
古
屋
市
金
山
総
合
駅

で
、「
岐
阜
県
揖
斐
川
町　

旬
が
命
の
大

特
産
市
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
の
農
業
団
体
な
ど
11

店
が
出
店
し
、
都
会
で
は
め
ず
ら
し
い
揖

斐
川
町
の
特
産
品
を
買
い
求
め
る
来
場
者

で
賑に

ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
魅
力
あ
る
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
一
日
で
１
５
０
０
人
が
訪
れ
、

大
盛
況
の
中
、
終
了
し
ま
し
た
。

▲多くのお客さんで賑わいました

▲丹精込められた作品が来場者を楽しませました

▲橋げた内の壁に絵を描く子どもたち

　

５
月
29
日（
土
）
と
30
日（
日
）
の
２

日
間
に
亘
っ
て「
い
び
花
と
緑
の
ま
つ
り

２
０
１
０
」が
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
花
木
の
寄
せ
植
え
や
色

鮮
や
か
な
サ
ツ
キ
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
置
物

な
ど
約
200
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

駐
車
場
で
は
、寄
せ
植
え
教
室
の
ほ
か
、

花
木
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
花
の
苗

の
無
料
配
布
、
物
産
展
な
ど
が
行
わ
れ
、

多
く
の
皆
さ
ん
で
賑に

ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

５
月
26
日（
水
）
東
横
山
に
あ
る
横
山

ダ
ム
で
建
設
中
の
（
仮
称
）
新
横
山
橋
で
、

坂
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
と
西
濃
学

園
（
東
横
山
）
の
生
徒
39
人
が
工
事
見
学

会
に
訪
れ
、
橋
げ
た
内
部
の
点
検
通
路
の

壁
に
、
特
殊
な
ク
レ
ヨ
ン
で
未
来
の
夢
の

絵
や
自
分
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
記
念
の
寄

せ
書
き
な
ど
を
描
き
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）
新
横
山
橋
は
、
平
成
23
年
度

に
完
成
の
予
定
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
完
成
が
楽
し
み
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
茶
を
手
摘
み

美
濃
い
び
茶

茶
摘
み
体
験▲新茶を摘む子どもたち

　

５
月
６
日（
木
）、北
和
中
学
校
１
年
生
、

大
和
小
学
校
３
年
生
、
い
び
幼
児
園
と
や

ま
と
幼
児
園
の
５
歳
児
の
お
よ
そ
130
人
が

お
茶
の
手
摘
み
体
験
と
工
場
見
学
を
し
ま

し
た
。

　

こ
の
体
験
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
地
場
産
業
へ
の
理
解
と
愛
着
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
桂
茶
生
産
組

合
」
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、組
合
員
の
方
か
ら「
一

芯
三
葉
」
と
呼
ば
れ
る
茶
摘
み
方
法
を
教

わ
り
、
青
々
と
茂
っ
た
若
葉
を
丁
寧
に
摘

み
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
工
場
見
学
で
は
、
厳
し
い
衛
生

管
理
が
さ
れ
、
お
茶
が
製
造
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
学
ん
だ
あ
と
、
お
い
し
い
一
番
茶

の
試
飲
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

緊
急
連
絡
道
路
開
通

～
揖
斐
川
町
と
米
原
市
を
結
ぶ
～

コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
を
実
施

～
揖
斐
高
原
～

旅
コ
ン
テ
ス
ト
特
別
賞
受
賞

～
水
を
テ
ー
マ
に
旅
行
を
企
画
～

　

５
月
21
日（
金
）、
役
場
で
自
衛
官
募
集

相
談
員
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
安
全
や
平
和
を
守
る
た
め
、
自
衛

官
の
果
た
す
役
割
は
た
い
へ
ん
重
要
で
す

が
、
少
子
化
な
ど
で
自
衛
官
の
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
相
談
員
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
委
嘱
を
受
け
た
相
談
員
は
次
の

方
々
で
す
。

　

中な
か

矢や

仲な
か

夫お

さ
ん
（
坂
内
広
瀬
）

　

平ひ
ら

井い

春は
る

男お

さ
ん
（
北
方
）

　

宮み
や

川が
わ

修
し
ゅ
う

一い
ち

さ
ん
（

永
）

▲相談員の委嘱を受けた皆さん（写真中央３人）

▲プランの実現を期待しています

▲種まきの様子 ▲種まきに参加した皆さん

▲開通式の様子

▲調印式の様子

　

揖
斐
川
町
坂
内
と
米
原
市
甲こ

う

津づ

原は
ら

を
結

ぶ
主
要
地
方
道
山
東
本
巣
線
の
県
境
付
近

は
、
車
両
に
よ
る
通
行
が
不
能
で
し
た

が
、
緊
急
連
絡
道
路
が
開
通
し
、
６
月
２

日（
水
）に
開
通
式
お
よ
び
道
路
使
用
協
定

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
緊
急
連
絡
道
路
の
開
通
に
よ
り
、

平
成
19
年
度
に
揖
斐
川
町
・
米
原
市
と
の

間
で
、
締
結
し
た「
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
協
定
」に
基
づ
く
相
互
の
救
援
活
動
が

円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
緊
急
用
道
路
に
つ
き
、
通
常
は

一
般
車
の
通
行
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

５
月
30
日（
日
）、
財
団
法
人
い
び
が
わ

生い
の
ち命

の
水
と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
が
、
国

土
交
通
省
主
催
の「
水
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
旅
行
企
画
案
を
競
う「
水
の
め
ぐ
み
と

ふ
れ
あ
う
水
の
里
の
旅
コ
ン
テ
ス
ト
」で

特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
、
幕
張
メ
ッ
セ（
千

葉
県
千
葉
市
）で
行
わ
れ
た
「
旅
フ
ェ
ア

２
０
１
０
」で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
は
、「
日
本
一
の
徳
山
ダ

ム
と
上
流
の
豊
か
な
自
然
に
ふ
れ
あ
う　

～
揖
斐
川
源
流
水
源
地
探
索
会
の
１
泊
２

日
プ
ラ
ン
～
」
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
成な

る

瀬せ

冨ふ

士じ

一い
ち

セ
ン
タ
ー
長
は
、「
今
回
の
旅
行

案
は
商
品
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
水
源
地

の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
多
く
の
人
に
体
験

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
実
行
に
向
け
て
計

画
を
進
め
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
２
日（
水
）、
揖
斐
高
原
日
坂
ゲ
レ

ン
デ
「
雪
の
広
場
」
で
、
コ
ス
モ
ス
の
種

ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
、

西
濃
学
園
の
児
童
・
生
徒
、
揖
斐
回
廊
の

里
づ
く
り
協
議
会
の
皆
さ
ん
、
約
40
人
で

す
。

　

今
回
種
ま
き
を
し
た
コ
ス
モ
ス
は
、
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
開
花
し
ま
す
。
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カヌー競技の大会で町民審判員が活躍 !!
～国体東海予選が開催されました～

　5 月 22 日（土）と 23 日（日）の 2 日間、揖斐川町上野、朝鳥公
園前の揖斐川でカヌー競技の国体東海ブロック大会が開催されま
した。
　この大会は今年開催される千葉国体の東海地区予選も兼ねてお
り、2012 年に開催されるぎふ清流国体・ぎふ清流大会の応援事
業として、揖斐川チャレンジ 2010 カヌースラローム・ワイルド
ウォーター競技会も併せて開催されました。
　また、大会には審判資格を取得した町民の皆さんも、審判員と
して大会運営に参加しました。審判員は、今後も研修を通して審
判技術の向上を図り、ぎふ清流国体の成功を目指します。

カヌー競技の説明
● 揖斐川町で開催するカヌー競技の種類
 カヌースラローム 
　変化に富んだ流れのある川で行う競技です。吊るされた
ゲートを、流れの上流から、もしくは逆に下流から通過す
る技術とスタート地点からゴールまでにかかった所要時間
の両方を競います。
　スキー競技と同様に 1 艇ずつスタートし、ゲートに接触
したか、非通過のゲートが有るか否かによる減点ポイント
と所要時間が計算され順位が争われます。

 カヌーワイルドウォーター 
　流れの激しい川を一気に漕ぎ下がる競技で、
1,500 メートルとスプリントの 2 種目があります。
　1,500 メートルは１回のみのタイムトライアルで
所要タイムを競い、スプリントは 2 回競技し、合
計タイムにより順位が決まります。

　以上、簡単に説明しましたが、カヌーの魅力は、自然と一
体化した中で自由に艇を操ることができる点にあります。ま
た、水面に近い目線から景色を楽しむことが出来るのもカヌー
の素晴しさでもあり、レジャーとしても楽しむことが出来ま
す。カヌーの魅力を皆さんも味わってみてはいかがですか？

カヌーって どんなスポーツ？

お問い合わせ
総務部国体準備室
電話 ２２－２１１１

▲カヌースラローム競技を見つめる審判員

▼カヌースラローム競技の様子
（東海ブロック大会第 1 位の岐阜県代表　加

か

藤
とう

哲
てっ

平
ぺい

選手）

▲カヌーワイルドウォーター競技の様子
（東海ブロック大会第 1 位の岐阜県代表　渡

わた

辺
なべ

正
まさ

浩
ひろ

選手）
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大
ホ
ー
ル
で
は
、
平
成
24
年
度
に
開

催
さ
れ
る
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
清
流
大
会
の

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ミ
ナ
モ
」
と
一
緒

に
か
わ
い
い
園
児
た
ち
が
ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

５
月
23
日（
日
）、
揖
斐
川
町
中
央
公

民
館
で
、「
見
つ
け
に
行
こ
う
！
健
康
と

福
祉
」を
テ
ー
マ
に
い
び
が
わ
健
康
福
祉

フ
ェ
ア（
主
催
同
実
行
委
員
会
）が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
で
は
、
健
康
福
祉
団

体
の
活
動
状
況
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は

健
康
福
祉
、
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

展
示
部
門
で
は
、
揖
斐
川
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
募
集
し
た
児
童
生
徒
の
福
祉

標
語
・
習
字
の
作
品
や
福
祉
施
設
利
用
者

の
作
品
な
ど
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。▲応募作品の展示

▲入賞者への表彰状授与

▲減塩味噌汁の試飲

▲非常食（ハイゼックス）の実演配布

▲福祉施設利用者の作品展示

▲焼きそばのバザー

▲ちびっこのミナモダンスの披露

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
入
賞
さ
れ
た

児
童
生
徒
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
シ
チ
リ
ン
カ
イ
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

体
験
部
門
で
は
、
要
約
筆
記
や
手
話
、

点
字
、
減
塩
味
噌
汁
の
試
飲
、
ゆ
る
体
操
、

心
肺
蘇
生
法
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
す

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
多
数
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
部
門
で
は
、
屋
外
の
テ
ン
ト

で
、
授
産
所
製
品
・
各
種
バ
ザ
ー
の
販
売

や
非
常
食
、
綿
菓
子
、
お
餅
の
無
料
配
布

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
話
題
の
エ
コ
カ
ー
や
３
人
乗

り
自
転
車
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア

２
０
１
０　

開
催


